





































































































































































































































































































































































































































































































































をDBD（ Disruptive Behavior Disorders ）マー
チと呼び，そうした過程を引き起こさないため
?????












































































































































































































































































































???????????????? ?? ?????? ? ? ? ?? ??
　発達障害のある子どもへの支援にあたって
は，担当者制を取ることが有効なことが多い。
ただし，担当支援員が単独で子どもを抱え込
み，関係性が煮詰まるようでは逆効果である。
大人との安心できる関係を築くとともに，多面
的な視点で子どもの特性を捉えるためにも担当
支援員を交代制にすること（例，1週間交代），
支援員間の情報交換を密にすることが重要であ
る。支援員間の情報交換の場としてミーティン
グを頻繁に開く，支援児童ノートを共有して記
録する等の協働上の工夫が不可欠となる。
　保護者との連携が重要なことは言うまでもな
い。保護者は子どもを育ててきた専門家であり，
家庭ならではの知恵がある。環境が異なるため，
保護者の知恵がそのまま学童保育所で生きると
は限らないものの，家庭という場での子どもの
姿，特性理解を深めることができる。集団場面
での子どもの状況を共に考えながら，お互いに
協力できることを探して子どもの支援を考え合
うことが求められる。
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